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千葉地本管内の各職場では、過半数代表者を決める
選挙が、実施されていきます。改めて過半数代表者
について考えてみましょう。

労働基準法第36条では、「使用者は、当該事業場に、労働者の過
半数で組織する労働組合がある場合においてはその労働組合、労働
者の過半数で組織する労働組合がない場合においては労働者の過半
数を代表する者との書面による協定をし」とあります。

ですから、基本的には労働組合が締結する、若しくは「労働者の過
半数を代表する者」と書かれていることに踏まえれば、過半数代表
者は労働者の代表とならなければなりません。

その根拠は、厚生労働省ホームページを見れば解ります。

※以下は「時間外労働の上限規制 わかりやすい解説」（2019.4）より

過半数代表者の
選任は

「使用者の
意向に基づ
いて選出さ
れた者でな
いこと」
がポイント！


